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第3回

［⽇ 時］ 平成25年7⽉20⽇（⼟） 
［場 所］ ⽯巻専修⼤学4103教室 
［テーマ］ 『宿泊研修事前指導』
［講 師］ 平塚真⼀郎 ⽒ （⽯巻市⽴⼤須中学校 教諭） 
［使⽤したテキスト］ 
    ・『耕⼈』H25_3.pdf （塾⻑から塾⽣へのメッセージ︓第3号）
 
［活動内容詳細］
18︓30 開会の挨拶，ショート講話（⽊村塾⻑） 
概要︓『耕⼈』第3号を基にして，宿泊研修の⼼構えなどについて説明がされました。 
・宿泊研修では，「挨拶・清掃・ゴミ拾い」を中⼼的な活動として⾏います。
・「挨拶」は⼈の⼼を温かくしてくれます。⾃分から，相⼿の⼼に届く挨拶をしたいものです。
・「清掃」は，お世話になったものへの感謝の気持ちを表すことだと思います。
・トイレは⼀番汚いところというイメージがありますが，⼈間の排泄物を処理する最も⼤切な場所の⼀
つです。
・トイレ掃除を⼼を込めてやった後は，爽やかな気持ちになると聞いたことがありますので，皆さんで
実践してみましょう。
・「ゴミ拾い」は，⼈にために⾃分にできることをやることです。
・⼈間が⽣きているということは，多くの命をいただいていることであり，⼈のために⾃分にできるこ
とをやることで，プラスマイナス０になるのだと思います。
上記について，⾃ら挙⼿した塾⽣が資料を基に読み，塾⻑がその詳細を伝えました。

  
18︓40 『宿泊研修に向けて?「幸せ」について考える』 
概要︓耕⼈塾指導員である⼤須中学校の平塚先⽣を講師として，以下のような内容を塾⽣との対話をと
おして話していただきました。
・ものの⾒⽅・考え⽅について，これまでとは視点から捉えるおもしろさを話していただきました。
・コミュニケーションの⼤切さについて，「⼈間の⽬はなぜ前についているのか」という発問をとおし
て，塾⽣に考えてもらいました。
・合宿で体験する「キンボール」のおもしろさや世界観について話していただきました。
・「幸せ」を⼿に⼊れるのではなく，「幸せ」を感じる「⼼」を⼿に⼊れたいものですという話をして
いただきました。

https://koujinjyuku.jpn.org/
https://koujinjyuku.jpn.org/page_20180811091107
https://koujinjyuku.jpn.org/wysiwyg/file/download/1/130


  
19︓10  班別討議 
 平塚先⽣が伝えたかったことは何かについて班別に話し合いました。
 講話で，ものの⾒⽅やとらえ⽅を変えてみることのおもしろさに気付き，その感想を述べながら平塚
先⽣が伝えたかったことをお互いに述べていました。

19︓25 全体学習 
 各班ごとに，⾃分たちで話し合って発表者を決め，班で話し合ったことを発表しました。

19︓25 全体学習 
 各班ごとに，⾃分たちで話し合って発表者を決め，班で話し合ったことを発表しました。 また，参
観した保護者や⼀般の⽅と⼀緒に，⾃分から⼼を開き，互いに語り合って「⼼を温めてみる」活動が⾏
われました。
19:40 宿泊研修ガイダンス 
 宿泊研修に向けて，活動内容や留意事項が話されました。
 また，参観した保護者や⼀般の⽅と⼀緒に，⾃分から⼼を開き，互いに語り合って「⼼を温めてみ
る」活動が⾏われ，和やかな姿が会場にあふれていました。
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